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　平成20年度より内閣官房と連携して開講している「地域活性化システム論－農学と地域活性化－」の第１
回を兼ねて，10月16日（土）に第９回農学部公開シンポジウムを開催した。
　最近注目されつつある「新しい公共」という視点を基軸にして，政策当局の担当者，研究者，そして農業
者，計５名の方々からご報告を頂き，その報告内容に対する質問票（“トルコと日本のブドウの違いに関して”，
“ソーシャル・キャピタルを具体的にどう育てるべきか”など，さまざまな質問）を参考に，パネルディスカッ
ションを行い，公衆衛生学・農業者・政策担当者，そして農学研究者，それぞれの立場から議論を深めるこ
とができた。
テーマ「新しい公共」の創生と農学の果たすべき役割
⑴ ｢新しい公共｣ とは何か ―期待と課題―
　　　　内閣府公共サービス改革推進室長　舘　逸志
2 ｢新しい公共｣ から見る農村問題 ―ソーシャル・キャピタルの視点から―
　　　　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科講師　高尾総司 
3農ある世界における「新しい公共」の創生課題
　　　　石川県野々市町ぶった農産社長　佛田利弘 
4日本の農村生活における驚きと感動
　　　　岡山県勝央町ブドウ栽培者　アリ・ソイル 
5マンゴー栽培から見える農村生活
　　　　宮崎県南郷町マンゴー栽培者　池田陽子
コンビーナー　岡山大学大学院環境学研究科教授　小松泰信
育てて食べようおいしい夏野菜－家庭菜園のツボ2010－　
　フィールド科学センター内の畑約20㎡を１区画として受講生に割り当て，ナス，トマト，ピーマンのほか
エダマメ，インゲンマメなどの夏野菜の育て方を指導した。原則として毎週水曜日の午後に講義または大学
院・学部学生による畑での栽培指導を行った。平日の日中のみ入構可能として講義日以外にも収穫や除草な
どの管理作業を行うよう指導した。前年度に引き続き受講希望者が定員を上回ったため，前年度受講者を除
いて抽選により受講生を選抜した。多くの受講者が暑い中で熱心に作物の栽培管理に取り組み，自己流で行っ
てきた家庭菜園よりできがよいと好評であった。
　
受講対象者：家庭菜園に興味のある一般市民　40名
担当教員：吉田
技術職員：山奥・宮地
実施場所：岡山農場　南３号圃場
１．農学部公開シンポジウム
２．公開講座
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実施日　　４月14日～９月15日（毎週水曜日，５月６日を除く）
　　　　　４月14日 野菜栽培の基礎，葉菜類・マメ類の播種・定植
　　　　　４月21日 果菜類の着果習性
　　　　　４月28日 肥料の種類と与え方，トマト・ピーマン，マメ類の定植
　　　　　５月６日㈭ ナスの定植，ホウレンソウ・コマツナの間引き
　　　　　５月12日～８月25日 果菜類の整枝・誘引・栽培管理・収穫
　　　　　９月１日 秋野菜の作り方
　　　　　９月８，15日 あと片付け
ブドウ‘ピオーネ’の房づくり体験
　　　　　－花が咲いた時からお店に並ぶまで－
　小学生を対象として，ブドウが店先に並ぶまでの栽培管理を体験する講座を行い，26名の小学生が受講した。
受講者がそれぞれ，‘ピオーネ’の枝とそれに着生した果房を管理した。果実が急速に大きくなることや摘粒
によって粒数を段階的に減らすこと，またジベレリンを果実に浸漬することで種がなくなることなど，ブド
ウ果房ができるまでの生理の興味深いところに触れるとともに，最終回には大きな房を収穫できて，好評で
あった。なお，本講座はマツダ財団から事業助成いただいた。
開催日　　　　　　　講義内容
第１回　５月29日（土）　ブドウの話・種なし処理
第２回　６月12日（土）　種なし処理2回目・粒間引き
第３回　７月28日（水）　袋掛け・デラウェアの試食
第４回　10月２日（土）　ピオーネの収穫・品評会
いずれも午前９時30分～ 11時に開講
参加者：小学生４～６年生　26名　とその保護者　計約60名
開催場所：岡山農場ブドウ圃場
３．ジュニア公開講座
